
JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

第59回 JA尾道市 通常総代会開催
ＪＡ尾道市、ジュンテンドー・ＪＡ全農
ひろしまと売買基本契約締結
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村
上
俊
二
組
合
長
は「
管
内
の
農
業
情
勢
は
、

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
産
物
へ
の
被
害
の
増
加
、
高
温
障
害
な
ど

生
産
現
場
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
農
協
経
営
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
の
減
少
、
営
農
経
済

事
業
の
恒
常
的
な
赤
字
、
職
員
数
の
減
少
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
尾

道
市
は
、
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
地
域
農
業
の
振

興
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
金
融
庁

か
ら
示
さ
れ
た
早
期
警
戒
制
度
へ
の
対
応
と
し

て
「
持
続
可
能
な
収
益
性
及
び
将
来
に
わ
た
る

健
全
性
の
確
保
」に
向
け
、「
支
店
機
能
の
再
編

整
備
」「
営
農
経
済
事
業
の
見
直
し
」な
ど
着
実

に
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
協
同

組
合
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、

更
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
を
図

り
、
地
域
に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　
来
賓
に
は
平
谷
祐
宏
尾
道
市
長
、
奥
田
正
和

世
羅
町
長
、
堀
田
敦
彦
尾
道
農
林
事
業
所
長
、

上
野
信
之
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
専
務
理
事
を
迎

え
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
木
ノ
庄
東
地
区
の
坂
田
滋
総
代
を
議

長
に
選
任
し
議
事
に
入
り
、
全
７
議
案
が
審
議

さ
れ
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
59
回 

Ｊ
Ａ
尾
道
市

通
常
総
代
会
開
催

　
６
月
25
日（
水
）、
尾
道
市
し
ま
な
み
交
流
館
で
第
59
回
Ｊ
Ａ
尾
道
市
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代（
代
理
人
・
書
面
議
決
含
む
）４
７
０
名
が
出
席
し
、
全
７
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特集 01

2

奥田世羅町長

議長に選任された木ノ庄東地区の坂田総代

平谷尾道市長

上野JA広島中央会専務

開会の挨拶をする村上組合長

堀田尾道農林事業所長

（令和７年３月末）
○組 合 員 数   28,853名（うち准組合員13,217名）
○出 資 金   29億5,757万円
○自己資本比率   18.93％
○貯 金 残 高   2,485億6,565万円
○貸 出 金 残 高   328億8,831万円
○長期共済保有   4,848億9,754万円
○短期共済新規契約掛金高   10億9,951万円
○購買品供給高   26億1,678万円
○販売品取扱高   36億732万円

わたしたちの J A尾道市
○出席者数 470名（本人出席 234名　代理人・議決権行使書面　236名）

審議事項  
第１号議案　令和６年度　事業報告及び剰余金処分案承認の件
第２号議案　中期経営計画の設定の件
第３号議案　事業計画の設定の件
第４号議案　LPG供給事業の事業譲渡の件
第５号議案　定款の一部改正の件
第６号議案　理事の報酬に関する件
第７号議案　監事の報酬に関する件

全７議案　可決・承認

3 2



　
村
上
俊
二
組
合
長
は「
管
内
の
農
業
情
勢
は
、

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
産
物
へ
の
被
害
の
増
加
、
高
温
障
害
な
ど

生
産
現
場
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
農
協
経
営
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
の
減
少
、
営
農
経
済

事
業
の
恒
常
的
な
赤
字
、
職
員
数
の
減
少
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
尾

道
市
は
、
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
地
域
農
業
の
振

興
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
金
融
庁

か
ら
示
さ
れ
た
早
期
警
戒
制
度
へ
の
対
応
と
し

て
「
持
続
可
能
な
収
益
性
及
び
将
来
に
わ
た
る

健
全
性
の
確
保
」に
向
け
、「
支
店
機
能
の
再
編

整
備
」「
営
農
経
済
事
業
の
見
直
し
」な
ど
着
実

に
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
協
同

組
合
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、

更
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
を
図

り
、
地
域
に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　
来
賓
に
は
平
谷
祐
宏
尾
道
市
長
、
奥
田
正
和

世
羅
町
長
、
堀
田
敦
彦
尾
道
農
林
事
業
所
長
、

上
野
信
之
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
専
務
理
事
を
迎

え
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
木
ノ
庄
東
地
区
の
坂
田
滋
総
代
を
議

長
に
選
任
し
議
事
に
入
り
、
全
７
議
案
が
審
議

さ
れ
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
59
回 

Ｊ
Ａ
尾
道
市

通
常
総
代
会
開
催

　
６
月
25
日（
水
）、
尾
道
市
し
ま
な
み
交
流
館
で
第
59
回
Ｊ
Ａ
尾
道
市
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代（
代
理
人
・
書
面
議
決
含
む
）４
７
０
名
が
出
席
し
、
全
７
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特集 01

2

奥田世羅町長

議長に選任された木ノ庄東地区の坂田総代

平谷尾道市長

上野JA広島中央会専務

開会の挨拶をする村上組合長

堀田尾道農林事業所長

（令和７年３月末）
○組 合 員 数   28,853名（うち准組合員13,217名）
○出 資 金   29億5,757万円
○自己資本比率   18.93％
○貯 金 残 高   2,485億6,565万円
○貸 出 金 残 高   328億8,831万円
○長期共済保有   4,848億9,754万円
○短期共済新規契約掛金高   10億9,951万円
○購買品供給高   26億1,678万円
○販売品取扱高   36億732万円

わたしたちの J A尾道市
○出席者数 470名（本人出席 234名　代理人・議決権行使書面　236名）

審議事項  
第１号議案　令和６年度　事業報告及び剰余金処分案承認の件
第２号議案　中期経営計画の設定の件
第３号議案　事業計画の設定の件
第４号議案　LPG供給事業の事業譲渡の件
第５号議案　定款の一部改正の件
第６号議案　理事の報酬に関する件
第７号議案　監事の報酬に関する件

全７議案　可決・承認

3 組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に
ご相談のうえ手続きをお願いいたします。ご相談のうえ手続きをお願いいたします。
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特集 02

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
は
６
月
19
日（
木
）、
株
式
会

社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
（
以
下
、
ジ
ュ
ン
テ
ン

ド
ー
）
お
よ
び
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

広
島
県
本
部（
以
下
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
）

と
の
三
者
間
で
、
農
業
資
材
等
の
売
買
取
引

に
関
す
る
基
本
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
契
約
締
結
は
、
農
業
資
材
店
舗
の
集
約
・

再
編
な
ど
を
背
景
に
、
組
合
員
の
利
便
性
を

確
保
す
る
新
た
な
運
営
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
。
各
組
織
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
知
識
、

経
験
を
活
用
し
た
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の

活
性
化
、
地
域
住
民
や
農
家
組
合
員
の
利
便

性
、
満
足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
を
展
開
す
る

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
の
店
舗
を
活
用
し
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
が
取
り
扱
う
肥
料
や
農
薬
な
ど
の

営
農
用
資
材
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
販
売

に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
研
修
や

講
習
会
を
通
じ
て
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
向

上
を
図
る
ほ
か
、
対
応
が
難
し
い
場
合
は
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
が
直
接
対
応
す
る
体
制
も
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
管
内
の
組

合
員
か
ら
「
土
日
も
資
材
を
購
入
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」「
営
業
時
間
を
延
ば
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。昨
年
、Ｊ
Ａ
広
島
市
が
ジ
ュ

ン
テ
ン
ド
ー
と
連
携
し
て
同
様
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
事
例
を
参
考
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ

ろ
し
ま
を
通
じ
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
７
月
12
日（
土
）か
ら
世
羅
町
の

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
甲
山
店
、
８
月
23
日（
土
）

か
ら
因
島
中
庄
町
の
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
中
庄

店
で
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

　
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
側
は
「
組
合
員
の
来
店

に
よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得
や
、
作
物
栽
培
研

修
会
な
ど
を
通
じ
た
社
員
の
知
識
向
上
に
も

つ
な
が
る
」
と
期
待
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
組
合
員
向
け
に
ジ
ュ
ン
テ

ン
ド
ー
店
舗
で
使
え
る
「
い
き
い
き
ポ
イ
ン

ト
」
の
常
時
２
倍
付
与
な
ど
の
特
典
も
導
入

さ
れ
ま
す
。

　
村
上
俊
二
組
合
長
は
「
本
連
携
は
、
組
合

員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
て
い
た
『
休
日
対

応
』『
営
業
時
間
の
延
長
』『
品
ぞ
ろ
え
の
充

実
』
と
い
っ
た
声
に
応
え
る
新
た
な
資
材
店

舗
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
利
便
性
向
上
と
地
域
農
業
の
活
性
化
に

資
す
る
取
り
組
み
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
尾
道
市
、ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
・
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
売
買
基
本
契
約
締
結

地
域
農
業
の
利
便
性
向
上
へ
新
た
な
連
携
体
制
を
構
築

る
感
受
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
出
穂
前
後
20

日
、気
温
が
高
い
よ
う
な
ら
か
け
流
し
を
行
う
。

・ 

そ
の
後
は
、
間
断
か
ん
が
い
で
適
度
に
酸
素

を
供
給
し
、
根
の
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

落
水
は
出
穂
後
30
日
頃（
出
穂
日
か
ら
の
積
算

温
度
１
，
１
０
０
℃
）を
目
安
と
し
ま
す
が
、

落
水
後
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
走

り
水
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
早
期
落
水
に
よ

る
品
質
低
下
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
】

◆
紋
枯
病

　
高
温
で
発
生
し
や
す
く
、
湿
度
が
高
く
な
る

と
病
気
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す（
侵
入
最

適
温
度
30
〜
32
℃
、
湿
度
96
％
）。
特
に
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
紋
枯
病
の
菌
は
土
の
中
で
越
冬
し
ま
す
の

で
、
前
年
に
発
生
し
た
圃
場
で
は
、
本
年
度
も

発
生
す
る
確
率
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
圃
場
は

・
施
肥
が
多
く
大
株
に
な
っ
た
圃
場

・
一
株
の
植
付
け
本
数
が
多
い
イ
ネ

・
密
植
し
た
圃
場

で
す
。
出
穂
前
の
基
幹
防
除
だ
け
で
は
な
く
定

期
的
に
圃
場
を
見
て
ま
わ
り
、
株
の
中
や
株
元

に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら「
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
」

等
で
随
時
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
い
も
ち
病

　
夏
季
の
低
温
・
長
雨
・
日
照
不
足
の
環
境
で

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。紋
枯
病
と
同
様
に
、

窒
素
過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
葉
い
も
ち
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
発
生
初
期

ほ
ど
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
穂
い
も
ち
の
発
生
は
、
直
接
収
量
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
、
予
防
散
布
と
し
て
、
出
穂
前
後

の
基
幹
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
カ
メ
ム
シ
類

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
県
内
全
域
に「
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
」に
関
す
る
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
乳
熟
期
の
吸
汁
の
害
が
多
く
斑

点
米
と
し
て
農
産
物
検
査
で
問
題
と
な
る
害
虫

で
す
。
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
稲
穂
の
み
な
ら
ず
穂
軸
や
葉
を
加
害

す
る
カ
メ
ム
シ
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的

な
圃
場
確
認
と
定
期
防
除
・
周
辺
環
境
の
整
備

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
策
と
し
て
は

・
圃
場
周
辺
の
適
期
草
刈
り

・
出
穂
期
〜
乳
熟
期
に
か
け
て
の
防
除

が
基
本
で
す
。
出
穂
期
に
使
用
す
る「
ス
タ
ー

ク
ル
粒
剤
」は
粉
剤
よ
り
長
期
間
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
畦
畔
等
の
草
刈
り
時
期
は
、
水
稲
の
出
穂
開

花
時
期
の
少
な
く
と
も
２
週
間
前
ま
で
に
終
了

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
穂
ば
ら
み
期
以
降

の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ウ
ン
カ
類

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
日
本

に
飛
来
し
、
坪
枯
れ
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
年
に
よ
っ
て
飛
来
数
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な

る
た
め
早
期
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
が
発
表
す
る
最
新
の
予
測
情
報
を
常
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
飛
来
に
関
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
次
第
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
注
意

喚
起
の
案
内
を
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
病
害
虫
に
対
す
る
農
薬
・
時
期
等
は

「
稲
作
暦
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
生
す
る
病
害
虫
は
そ
の
年
の
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
、
病
害
虫
に
対
す
る
情
報
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲葉いもち病斑

▲斑点米

【
水
管
理
】

　
つ
き
あ
か
り
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
さ
か
り

の
極
早
生
・
早
生
品
種
に
つ
い
て
は
、
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
中
生
以
降
の
品

種
に
つ
い
て
は
８
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

出
穂
期
を
迎
え
ま
す
。

　
出
穂
の
前
段
階
に
あ
た
る
幼
穂
形
成
期（
出

穂
24
日
前
）〜
出
穂
後
の
開
花
期
は
、
最
も
水

が
必
要
な
時
期
で
す
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え

た
適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
穂
後
５
〜
15
日
は
最
も
高
温
障
害
に
対
す

水
　稲

今月の 栽 培 ポイント 7月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

東 生 口 出 張 所 ☎0845-28-0211

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）
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特集 02

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
は
６
月
19
日（
木
）、
株
式
会

社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
（
以
下
、
ジ
ュ
ン
テ
ン

ド
ー
）
お
よ
び
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

広
島
県
本
部（
以
下
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
）

と
の
三
者
間
で
、
農
業
資
材
等
の
売
買
取
引

に
関
す
る
基
本
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
契
約
締
結
は
、
農
業
資
材
店
舗
の
集
約
・

再
編
な
ど
を
背
景
に
、
組
合
員
の
利
便
性
を

確
保
す
る
新
た
な
運
営
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
。
各
組
織
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
知
識
、

経
験
を
活
用
し
た
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の

活
性
化
、
地
域
住
民
や
農
家
組
合
員
の
利
便

性
、
満
足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
を
展
開
す
る

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
の
店
舗
を
活
用
し
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
が
取
り
扱
う
肥
料
や
農
薬
な
ど
の

営
農
用
資
材
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
販
売

に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
研
修
や

講
習
会
を
通
じ
て
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
向

上
を
図
る
ほ
か
、
対
応
が
難
し
い
場
合
は
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
が
直
接
対
応
す
る
体
制
も
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
管
内
の
組

合
員
か
ら
「
土
日
も
資
材
を
購
入
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」「
営
業
時
間
を
延
ば
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。昨
年
、Ｊ
Ａ
広
島
市
が
ジ
ュ

ン
テ
ン
ド
ー
と
連
携
し
て
同
様
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
事
例
を
参
考
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ

ろ
し
ま
を
通
じ
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
７
月
12
日（
土
）か
ら
世
羅
町
の

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
甲
山
店
、
８
月
23
日（
土
）

か
ら
因
島
中
庄
町
の
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
中
庄

店
で
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

　
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
側
は
「
組
合
員
の
来
店

に
よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得
や
、
作
物
栽
培
研

修
会
な
ど
を
通
じ
た
社
員
の
知
識
向
上
に
も

つ
な
が
る
」
と
期
待
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
組
合
員
向
け
に
ジ
ュ
ン
テ

ン
ド
ー
店
舗
で
使
え
る
「
い
き
い
き
ポ
イ
ン

ト
」
の
常
時
２
倍
付
与
な
ど
の
特
典
も
導
入

さ
れ
ま
す
。

　
村
上
俊
二
組
合
長
は
「
本
連
携
は
、
組
合

員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
て
い
た
『
休
日
対

応
』『
営
業
時
間
の
延
長
』『
品
ぞ
ろ
え
の
充

実
』
と
い
っ
た
声
に
応
え
る
新
た
な
資
材
店

舗
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
利
便
性
向
上
と
地
域
農
業
の
活
性
化
に

資
す
る
取
り
組
み
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
尾
道
市
、ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
・
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
売
買
基
本
契
約
締
結

地
域
農
業
の
利
便
性
向
上
へ
新
た
な
連
携
体
制
を
構
築

る
感
受
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
出
穂
前
後
20

日
、気
温
が
高
い
よ
う
な
ら
か
け
流
し
を
行
う
。

・ 

そ
の
後
は
、
間
断
か
ん
が
い
で
適
度
に
酸
素

を
供
給
し
、
根
の
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

落
水
は
出
穂
後
30
日
頃（
出
穂
日
か
ら
の
積
算

温
度
１
，
１
０
０
℃
）を
目
安
と
し
ま
す
が
、

落
水
後
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
走

り
水
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
早
期
落
水
に
よ

る
品
質
低
下
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
】

◆
紋
枯
病

　
高
温
で
発
生
し
や
す
く
、
湿
度
が
高
く
な
る

と
病
気
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す（
侵
入
最

適
温
度
30
〜
32
℃
、
湿
度
96
％
）。
特
に
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
紋
枯
病
の
菌
は
土
の
中
で
越
冬
し
ま
す
の

で
、
前
年
に
発
生
し
た
圃
場
で
は
、
本
年
度
も

発
生
す
る
確
率
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
圃
場
は

・
施
肥
が
多
く
大
株
に
な
っ
た
圃
場

・
一
株
の
植
付
け
本
数
が
多
い
イ
ネ

・
密
植
し
た
圃
場

で
す
。
出
穂
前
の
基
幹
防
除
だ
け
で
は
な
く
定

期
的
に
圃
場
を
見
て
ま
わ
り
、
株
の
中
や
株
元

に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら「
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
」

等
で
随
時
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
い
も
ち
病

　
夏
季
の
低
温
・
長
雨
・
日
照
不
足
の
環
境
で

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。紋
枯
病
と
同
様
に
、

窒
素
過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
葉
い
も
ち
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
発
生
初
期

ほ
ど
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
穂
い
も
ち
の
発
生
は
、
直
接
収
量
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
、
予
防
散
布
と
し
て
、
出
穂
前
後

の
基
幹
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
カ
メ
ム
シ
類

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
県
内
全
域
に「
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
」に
関
す
る
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
乳
熟
期
の
吸
汁
の
害
が
多
く
斑

点
米
と
し
て
農
産
物
検
査
で
問
題
と
な
る
害
虫

で
す
。
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
稲
穂
の
み
な
ら
ず
穂
軸
や
葉
を
加
害

す
る
カ
メ
ム
シ
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的

な
圃
場
確
認
と
定
期
防
除
・
周
辺
環
境
の
整
備

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
策
と
し
て
は

・
圃
場
周
辺
の
適
期
草
刈
り

・
出
穂
期
〜
乳
熟
期
に
か
け
て
の
防
除

が
基
本
で
す
。
出
穂
期
に
使
用
す
る「
ス
タ
ー

ク
ル
粒
剤
」は
粉
剤
よ
り
長
期
間
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
畦
畔
等
の
草
刈
り
時
期
は
、
水
稲
の
出
穂
開

花
時
期
の
少
な
く
と
も
２
週
間
前
ま
で
に
終
了

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
穂
ば
ら
み
期
以
降

の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ウ
ン
カ
類

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
日
本

に
飛
来
し
、
坪
枯
れ
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
年
に
よ
っ
て
飛
来
数
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な

る
た
め
早
期
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
が
発
表
す
る
最
新
の
予
測
情
報
を
常
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
飛
来
に
関
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
次
第
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
注
意

喚
起
の
案
内
を
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
病
害
虫
に
対
す
る
農
薬
・
時
期
等
は

「
稲
作
暦
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
生
す
る
病
害
虫
は
そ
の
年
の
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
、
病
害
虫
に
対
す
る
情
報
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲葉いもち病斑

▲斑点米

【
水
管
理
】

　
つ
き
あ
か
り
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
さ
か
り

の
極
早
生
・
早
生
品
種
に
つ
い
て
は
、
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
中
生
以
降
の
品

種
に
つ
い
て
は
８
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

出
穂
期
を
迎
え
ま
す
。

　
出
穂
の
前
段
階
に
あ
た
る
幼
穂
形
成
期（
出

穂
24
日
前
）〜
出
穂
後
の
開
花
期
は
、
最
も
水

が
必
要
な
時
期
で
す
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え

た
適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
穂
後
５
〜
15
日
は
最
も
高
温
障
害
に
対
す

水
　稲

今月の 栽 培 ポイント 7月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

東 生 口 出 張 所 ☎0845-28-0211

JAカードを紛失されたら 直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）　 0120-159674（24時間受付、年中無休）5



　
７
月
か
ら
８
月
は
サ
ビ
ダ
ニ
が
多
発
し
や
す

い
時
期
で
す
。
サ
ビ
ダ
ニ
は
被
害
が
見
え
始
め

て
か
ら
の
薬
剤
散
布
で
は
手
遅
れ
に
な
る
場
合

が
多
い
た
め
、
発
生
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
、

予
防
的
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
中
晩
柑
類
の
仕
上
げ
摘
果
】

　
本
年
度
は
着
果
量
が
多
い
園
地
が
多
く
、
小

玉
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
傷
果
や
小
玉
果
を
中
心

に
適
正
葉
果
比
ま
で
摘
果
し
ま
す
。
仕
上
げ
摘

果
が
徹
底
出
来
な
い
と
、
収
穫
作
業
や
家
庭
選

別
作
業
が
大
変
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

仕
上
げ
摘
果
時
の
留
意
事
項

①
適
正
葉
果
比（
表
１
）

②
肥
大
基
準（
表
２
）

③
病
害
虫
被
害
の
有
無

④
し
ら
ぬ
ひ
の
扁
平
・
変
形
果

【
中
晩
柑
類
の
灌
水
・
保
水
対
策
】

　
中
晩
柑
類
は
大
玉
生
産
が
高
単
価
の
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。
果
実
肥
大
促
進
目
的
で
梅
雨
明
け

後
は
、
土
壌
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
早
め
に
灌
水

し
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
明
け
後
、
10
日
以
上
降
雨

が
無
い
場
合
、
10
ａ
当
た
り
20
〜
30
㎜
の
灌
水

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
灌
水
施
設
の
な
い
園

地
で
は
、
ホ
ー
ス
灌
水
の
場
合
、
１
樹　
40
Ｌ

以
上
、
か
ん
注
機
の
場
合
、
１
樹
10
カ
所
以
上

（
計
20
Ｌ
以
上
）実
施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保

水
対
策
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
ょ
う

　
過
乾
燥
状
態
で
一
度
に
多
量
の
灌
水
を
実
施

す
る
と
裂
果
が
発
生
し
ま
す
。
定
期
的
な
灌
水

が
重
要
で
す
。

◆
し
ら
ぬ
ひ

　
し
ら
ぬ
ひ
の
果
皮
障
害
は
、
夏
秋
季
の
乾
燥

が
要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
し
ら
ぬ
ひ
の
減
酸
は
、
８
月
か
ら
11
月
ま
で

ほ
ぼ
一
定
量
し
か
減
酸
し
ま
せ
ん
。
ク
エ
ン
酸

ピ
ー
ク
の
８
月
の
酸
を
下
げ
る
こ
と
が
、
食
味

の
良
い
果
実
生
産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
は
る
み

　
は
る
み
は
夏
秋
期
の
乾
燥
に
よ
り
酸
高
に
な

り
食
味
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
の
乾

燥
に
よ
り
次
年
度
の
着
花
が
著
し
く
減
少
し
ま

す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
乾
燥
に
よ
り
、
ホ
ウ
素
の
吸
収
が
抑
制
さ
れ

ヤ
ニ
果
が
発
生
し
ま
す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

【
み
か
ん
の
品
質
向
上
】

　
糖
度
の
高
い
み
か
ん
を
生
産
す
る
に
は
満
開

後
60
〜
１
０
０
日
の
乾
燥
が
重
要
で
す
。
中
晩

柑
類
と
同
じ
水
管
理
を
す
る
と
味
の
悪
い
み
か

ん
が
出
来
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
雨
の
多
い
場
合
は
糖
度
上
昇
を
目
的
に
次

の
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布

　
満
開
後
60
〜
70
日
、
80
〜
90
日
に
フ
ィ
ガ
ロ

ン
乳
剤
３
，
０
０
０
倍
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
Ｅ　

６
０
０
倍
を
混
用
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
干
ば

つ
時
は
散
布
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
タ
イ
ベ
ッ
ク
マ
ル
チ
の
被
覆

　
梅
雨
明
け
前
に
被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
食
味

の
良
い
果
実
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
全
面

被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

【
み
か
ん
の
荒
も
ぎ
摘
果
】

　
摘
果
を
遅
ら
せ
る
と
糖
度
の
高
い
み
か
ん
が

出
来
ま
す
が
２
Ｓ
で
は
収
益
に
な
り
に
く
い
で

す
。
果
実
肥
大
を
見
な
が
ら
摘
果
の
早
晩
を
決

め
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
玉
傾
向
の
樹

　
７
月
下
旬
か
ら
内
成
り
裾
成
り
を
中
心
に
荒

モ
ギ
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
肥
大
順
調
の
樹

　
盆
明
け
か
ら
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
サ
ビ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
を
防
止
す
る
に
は
７
月
・

８
月
・
９
月
の
薬
剤
散
布
が
特
に
重
要
と
な
り

ま
す
。
防
除
暦
に
従
い
薬
剤
を
丁
寧
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
園
内
の
果
実
が
成
っ
て
い
な
い
樹

に
も
サ
ビ
ダ
ニ
は
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
防
除

が
必
要
で
す
。

◆
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

　
気
温
が
低
下
す
る
に
従
い
発
生
が
多
く
な
り

柑
　橘

▲大きい麦わら帽
子の範囲に約３個
づつ着果

▲サビダニ初期被
害果

サビダニの初期被害
果は茶色粉がふいた
ように見えます。

表２： ７月30日時点で収穫
時にＬ以上になる果
実横径

品　　種 横径 備考

八　　朔 48mm

甘　　夏 50mm

ネーブル 40mm

デコポン 48mm （２Ｌ）

しらぬひ 37mm

は る か 37mm

レ モ ン 34mm （年内Ｍ）

表１：摘果基準

品種 残す果実 落とす
果実

その他
落とす果実 最終葉果比

ネーブル
５〜６枚の
総状有葉果
の２番果

傷　果、
小玉果、
内成り、
裾成り

直花果、
扁平果、
へそ大果

80〜100

八　　朔 ５〜８枚の
単性有葉果

直花果、
腰高果 80〜100

デコポン

５枚以上の
単性有葉果

へそ大果、
扁平果、
遅れ花

100

は る み 極端な腰高 80

清　　見 天成り 80〜100

は る か 天成り 80〜100

▲しらぬひは干ばつ
の影響で収穫後ヤケ
が出やすくなります

ま
す
。
多
発
前
に
薬
剤
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
黒
点
病

　
散
布
間
隔
は
累
積
降
雨
２
５
０
㎜
も
し
く
は

散
布
後
30
日
で
す
。
遅
れ
な
い
よ
う
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
ア
ビ
オ
ン
Ｅ
を
混
用
す
る
と
薬
剤

の
残
効
が
高
ま
り
ま
す
。（
８
月
は
薬
害
事
例

が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

◆
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
８
月
が
２
回
目
の
防
除
適
期
と
な
り
ま
す
。

散
布
ム
ラ
の
な
い
よ
う
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

【
日
焼
け
対
策
】

　
陽
光
面
に
紙
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を
貼
る
か
白
色

サ
ン
テ
な
ど
を
利
用
し
日
焼
け
防
止
を
図
り
ま

し
ょ
う
。
日
焼
け
の
省
力
化
を
は
か
る
の
に
ホ

ワ
イ
ト
コ
ー
ト
50
倍
の
散
布
も
有
効
で
す
。（
選

果
機
の
水
洗
ラ
イ
ン
を
通
ら
な
い
品
種
は
汚
れ

が
と
れ
な
い
の
で
使
用
し
な
い
で
く
さ
い
）

【
除
草
】

　
雑
草
と
養
水
分
の
競
合
を
防
ぐ
た
め
に
実
施

し
ま
す
。
除
草
剤
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
使
用

し
ま
し
ょ
う
。
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
の
連

用
は
ツ
ユ
ク
サ
や
ス
ギ
ナ
の
占
有
率
が
高
く
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
明
け
頃
に
シ
ン
バ
ー
水
和
剤
と
バ
ス
タ

を
混
用
散
布
す
る
と
長
期
間
、
雑
草
の
発
生
を

抑
制
で
き
ま
す
。
詳
し
い
使
用
方
法
は
担
当
技

師
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培
デ
ラ
ウ
ェ
ア
】

◆
裂
果
対
策

　
裂
果
対
策
は
万
全
で
す
か
？
排
水
溝
や
樹
冠

下
の
マ
ル
チ
ン
グ
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
樹
勢
回
復

　
収
穫
終
了
後
す
ぐ
に
、
速
効
性
の
肥
料
を
施

用
し
て
灌
水
を
行
い
、
樹
勢
の
回
復
を
図
っ
て

く
だ
さ
い
。（
Ｓ
６
０
４
を
20
㎏
／
10
ａ
）

　
ま
た
、
病
害
虫
防
除
を
行
い
、
葉
を
健
全
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
灌
水
は
、
収
穫
終
了
後
も
定
期
的
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
ハ
ウ
ス
栽
培
ピ
オ
ー
ネ
・
露
地
栽
培
デ

ラ
ウ
ェ
ア
】

◆
収
穫

　
い
よ
い
よ
収
穫
期
で
す
。
収
穫
は
、
果
実
温

度
の
低
い
早
朝
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
荷
さ
れ
る
方
は
、
酸
抜
け
に
注
意
し
て
適

熟
果
の
収
穫
を
心
が
け
、
商
品
と
し
て
責
任
の

持
て
る
果
実
を
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
分
管
理

　
着
色
期
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
は
、
や
や
乾

燥
気
味
に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
裂
果
対
策

　
裂
果
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　
排
水
溝
や
樹
冠
下
の
マ
ル
チ
ン
グ
等
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
露
地
栽
培
ピ
オ
ー
ネ
】

　
ト
ン
ネ
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
は
、
温
度
が
上
が
り

す
ぎ
着
色
不
良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
袋
掛
け

後
早
め
に
除
去
し
て
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
色
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
や
や
乾
燥
気
味

に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
大
粒
系
の
ぶ
ど
う
で
は
ベ
ト
病
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
早

め
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
収
穫
が
終
了
し
た
樹
は
、
果
実
生
産
に
栄
養

を
消
耗
し
て
お
り
弱
っ
て
い
ま
す
。
礼
肥
を
施

用
し（
硝
酸
入
り
化
成
肥
料
Ｓ
６
０
４
を
20
㎏
／

10
ａ
）、
灌
水
も
し
っ
か
り
行
い
、
樹
勢
の
回
復

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
次
年
度
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
た
め
に
、
葉

を
樹
に
で
き
る
だ
け
長
く
つ
け
て
お
け
る
よ
う

防
除
を
徹
底
し
、
葉
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
乾
燥
が
続
く
場
合
は
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
さ

び
病

な
し

◆
新
梢
管
理

　
徒
長
枝
は
日
当
た
り
を
考
慮
し
て
込
み
合
う

よ
う
な
ら
、誘
引
や
ね
ん
枝
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
樹
の
夏
季
剪
定
は
、
樹

の
内
側
の
込
み
合
っ
た
部
分
を
整
理
す
る
程
度

に
し
て
く
だ
さ
い
。
葉
数
が
少
な
く
な
る
と
光

合
成
量
が
少
な
く
な
り
、
樹
に
と
っ
て
は
致
命

的
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

◆
水
分
管
理

　
な
し
は
水
分
が
多
い
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
。
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
し
っ
か

り
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
ち
じ
く

◆
新
梢
管
理

　
枝
が
密
生
し
て
樹
冠
内
部
が
混
み
す
ぎ
て
い

る
と
、
葉
に
よ
る
傷
果
、
日
照
不
足
に
よ
る
着

色
不
良
果
が
増
え
ま
す
。
園
内
を
見
回
り
、
枝

が
混
み
す
ぎ
て
い
る
所
は
思
い
切
っ
て
枝
抜
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
灌
水

　
い
ち
じ
く
は
夏
季
の
水
管
理
に
よ
っ
て
、
果

実
の
肥
大
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
梅
雨
明
け

▲日焼け果

▲ホワイトコート散布
果実

落
葉
果
樹

▲さび病

（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173 6



　
７
月
か
ら
８
月
は
サ
ビ
ダ
ニ
が
多
発
し
や
す

い
時
期
で
す
。
サ
ビ
ダ
ニ
は
被
害
が
見
え
始
め

て
か
ら
の
薬
剤
散
布
で
は
手
遅
れ
に
な
る
場
合

が
多
い
た
め
、
発
生
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
、

予
防
的
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
中
晩
柑
類
の
仕
上
げ
摘
果
】

　
本
年
度
は
着
果
量
が
多
い
園
地
が
多
く
、
小

玉
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
傷
果
や
小
玉
果
を
中
心

に
適
正
葉
果
比
ま
で
摘
果
し
ま
す
。
仕
上
げ
摘

果
が
徹
底
出
来
な
い
と
、
収
穫
作
業
や
家
庭
選

別
作
業
が
大
変
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

仕
上
げ
摘
果
時
の
留
意
事
項

①
適
正
葉
果
比（
表
１
）

②
肥
大
基
準（
表
２
）

③
病
害
虫
被
害
の
有
無

④
し
ら
ぬ
ひ
の
扁
平
・
変
形
果

【
中
晩
柑
類
の
灌
水
・
保
水
対
策
】

　
中
晩
柑
類
は
大
玉
生
産
が
高
単
価
の
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。
果
実
肥
大
促
進
目
的
で
梅
雨
明
け

後
は
、
土
壌
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
早
め
に
灌
水

し
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
明
け
後
、
10
日
以
上
降
雨

が
無
い
場
合
、
10
ａ
当
た
り
20
〜
30
㎜
の
灌
水

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
灌
水
施
設
の
な
い
園

地
で
は
、
ホ
ー
ス
灌
水
の
場
合
、
１
樹　
40
Ｌ

以
上
、
か
ん
注
機
の
場
合
、
１
樹
10
カ
所
以
上

（
計
20
Ｌ
以
上
）実
施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保

水
対
策
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
ょ
う

　
過
乾
燥
状
態
で
一
度
に
多
量
の
灌
水
を
実
施

す
る
と
裂
果
が
発
生
し
ま
す
。
定
期
的
な
灌
水

が
重
要
で
す
。

◆
し
ら
ぬ
ひ

　
し
ら
ぬ
ひ
の
果
皮
障
害
は
、
夏
秋
季
の
乾
燥

が
要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
し
ら
ぬ
ひ
の
減
酸
は
、
８
月
か
ら
11
月
ま
で

ほ
ぼ
一
定
量
し
か
減
酸
し
ま
せ
ん
。
ク
エ
ン
酸

ピ
ー
ク
の
８
月
の
酸
を
下
げ
る
こ
と
が
、
食
味

の
良
い
果
実
生
産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
は
る
み

　
は
る
み
は
夏
秋
期
の
乾
燥
に
よ
り
酸
高
に
な

り
食
味
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
の
乾

燥
に
よ
り
次
年
度
の
着
花
が
著
し
く
減
少
し
ま

す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
乾
燥
に
よ
り
、
ホ
ウ
素
の
吸
収
が
抑
制
さ
れ

ヤ
ニ
果
が
発
生
し
ま
す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

【
み
か
ん
の
品
質
向
上
】

　
糖
度
の
高
い
み
か
ん
を
生
産
す
る
に
は
満
開

後
60
〜
１
０
０
日
の
乾
燥
が
重
要
で
す
。
中
晩

柑
類
と
同
じ
水
管
理
を
す
る
と
味
の
悪
い
み
か

ん
が
出
来
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
雨
の
多
い
場
合
は
糖
度
上
昇
を
目
的
に
次

の
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布

　
満
開
後
60
〜
70
日
、
80
〜
90
日
に
フ
ィ
ガ
ロ

ン
乳
剤
３
，
０
０
０
倍
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
Ｅ　

６
０
０
倍
を
混
用
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
干
ば

つ
時
は
散
布
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
タ
イ
ベ
ッ
ク
マ
ル
チ
の
被
覆

　
梅
雨
明
け
前
に
被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
食
味

の
良
い
果
実
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
全
面

被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

【
み
か
ん
の
荒
も
ぎ
摘
果
】

　
摘
果
を
遅
ら
せ
る
と
糖
度
の
高
い
み
か
ん
が

出
来
ま
す
が
２
Ｓ
で
は
収
益
に
な
り
に
く
い
で

す
。
果
実
肥
大
を
見
な
が
ら
摘
果
の
早
晩
を
決

め
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
玉
傾
向
の
樹

　
７
月
下
旬
か
ら
内
成
り
裾
成
り
を
中
心
に
荒

モ
ギ
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
肥
大
順
調
の
樹

　
盆
明
け
か
ら
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
サ
ビ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
を
防
止
す
る
に
は
７
月
・

８
月
・
９
月
の
薬
剤
散
布
が
特
に
重
要
と
な
り

ま
す
。
防
除
暦
に
従
い
薬
剤
を
丁
寧
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
園
内
の
果
実
が
成
っ
て
い
な
い
樹

に
も
サ
ビ
ダ
ニ
は
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
防
除

が
必
要
で
す
。

◆
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

　
気
温
が
低
下
す
る
に
従
い
発
生
が
多
く
な
り

柑
　橘

▲大きい麦わら帽
子の範囲に約３個
づつ着果

▲サビダニ初期被
害果

サビダニの初期被害
果は茶色粉がふいた
ように見えます。

表２： ７月30日時点で収穫
時にＬ以上になる果
実横径

品　　種 横径 備考

八　　朔 48mm

甘　　夏 50mm

ネーブル 40mm

デコポン 48mm （２Ｌ）

しらぬひ 37mm

は る か 37mm

レ モ ン 34mm （年内Ｍ）

表１：摘果基準

品種 残す果実 落とす
果実

その他
落とす果実 最終葉果比

ネーブル
５〜６枚の
総状有葉果
の２番果

傷　果、
小玉果、
内成り、
裾成り

直花果、
扁平果、
へそ大果

80〜100

八　　朔 ５〜８枚の
単性有葉果

直花果、
腰高果 80〜100

デコポン

５枚以上の
単性有葉果

へそ大果、
扁平果、
遅れ花

100

は る み 極端な腰高 80

清　　見 天成り 80〜100

は る か 天成り 80〜100

▲しらぬひは干ばつ
の影響で収穫後ヤケ
が出やすくなります

ま
す
。
多
発
前
に
薬
剤
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
黒
点
病

　
散
布
間
隔
は
累
積
降
雨
２
５
０
㎜
も
し
く
は

散
布
後
30
日
で
す
。
遅
れ
な
い
よ
う
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
ア
ビ
オ
ン
Ｅ
を
混
用
す
る
と
薬
剤

の
残
効
が
高
ま
り
ま
す
。（
８
月
は
薬
害
事
例

が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

◆
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
８
月
が
２
回
目
の
防
除
適
期
と
な
り
ま
す
。

散
布
ム
ラ
の
な
い
よ
う
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

【
日
焼
け
対
策
】

　
陽
光
面
に
紙
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を
貼
る
か
白
色

サ
ン
テ
な
ど
を
利
用
し
日
焼
け
防
止
を
図
り
ま

し
ょ
う
。
日
焼
け
の
省
力
化
を
は
か
る
の
に
ホ

ワ
イ
ト
コ
ー
ト
50
倍
の
散
布
も
有
効
で
す
。（
選

果
機
の
水
洗
ラ
イ
ン
を
通
ら
な
い
品
種
は
汚
れ

が
と
れ
な
い
の
で
使
用
し
な
い
で
く
さ
い
）

【
除
草
】

　
雑
草
と
養
水
分
の
競
合
を
防
ぐ
た
め
に
実
施

し
ま
す
。
除
草
剤
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
使
用

し
ま
し
ょ
う
。
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
の
連

用
は
ツ
ユ
ク
サ
や
ス
ギ
ナ
の
占
有
率
が
高
く
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
明
け
頃
に
シ
ン
バ
ー
水
和
剤
と
バ
ス
タ

を
混
用
散
布
す
る
と
長
期
間
、
雑
草
の
発
生
を

抑
制
で
き
ま
す
。
詳
し
い
使
用
方
法
は
担
当
技

師
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培
デ
ラ
ウ
ェ
ア
】

◆
裂
果
対
策

　
裂
果
対
策
は
万
全
で
す
か
？
排
水
溝
や
樹
冠

下
の
マ
ル
チ
ン
グ
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
樹
勢
回
復

　
収
穫
終
了
後
す
ぐ
に
、
速
効
性
の
肥
料
を
施

用
し
て
灌
水
を
行
い
、
樹
勢
の
回
復
を
図
っ
て

く
だ
さ
い
。（
Ｓ
６
０
４
を
20
㎏
／
10
ａ
）

　
ま
た
、
病
害
虫
防
除
を
行
い
、
葉
を
健
全
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
灌
水
は
、
収
穫
終
了
後
も
定
期
的
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
ハ
ウ
ス
栽
培
ピ
オ
ー
ネ
・
露
地
栽
培
デ

ラ
ウ
ェ
ア
】

◆
収
穫

　
い
よ
い
よ
収
穫
期
で
す
。
収
穫
は
、
果
実
温

度
の
低
い
早
朝
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
荷
さ
れ
る
方
は
、
酸
抜
け
に
注
意
し
て
適

熟
果
の
収
穫
を
心
が
け
、
商
品
と
し
て
責
任
の

持
て
る
果
実
を
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
分
管
理

　
着
色
期
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
は
、
や
や
乾

燥
気
味
に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
裂
果
対
策

　
裂
果
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　
排
水
溝
や
樹
冠
下
の
マ
ル
チ
ン
グ
等
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
露
地
栽
培
ピ
オ
ー
ネ
】

　
ト
ン
ネ
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
は
、
温
度
が
上
が
り

す
ぎ
着
色
不
良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
袋
掛
け

後
早
め
に
除
去
し
て
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
色
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
や
や
乾
燥
気
味

に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
大
粒
系
の
ぶ
ど
う
で
は
ベ
ト
病
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
早

め
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
収
穫
が
終
了
し
た
樹
は
、
果
実
生
産
に
栄
養

を
消
耗
し
て
お
り
弱
っ
て
い
ま
す
。
礼
肥
を
施

用
し（
硝
酸
入
り
化
成
肥
料
Ｓ
６
０
４
を
20
㎏
／

10
ａ
）、
灌
水
も
し
っ
か
り
行
い
、
樹
勢
の
回
復

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
次
年
度
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
た
め
に
、
葉

を
樹
に
で
き
る
だ
け
長
く
つ
け
て
お
け
る
よ
う

防
除
を
徹
底
し
、
葉
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
乾
燥
が
続
く
場
合
は
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
さ

び
病

な
し

◆
新
梢
管
理

　
徒
長
枝
は
日
当
た
り
を
考
慮
し
て
込
み
合
う

よ
う
な
ら
、誘
引
や
ね
ん
枝
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
樹
の
夏
季
剪
定
は
、
樹

の
内
側
の
込
み
合
っ
た
部
分
を
整
理
す
る
程
度

に
し
て
く
だ
さ
い
。
葉
数
が
少
な
く
な
る
と
光

合
成
量
が
少
な
く
な
り
、
樹
に
と
っ
て
は
致
命

的
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

◆
水
分
管
理

　
な
し
は
水
分
が
多
い
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
。
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
し
っ
か

り
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
ち
じ
く

◆
新
梢
管
理

　
枝
が
密
生
し
て
樹
冠
内
部
が
混
み
す
ぎ
て
い

る
と
、
葉
に
よ
る
傷
果
、
日
照
不
足
に
よ
る
着

色
不
良
果
が
増
え
ま
す
。
園
内
を
見
回
り
、
枝

が
混
み
す
ぎ
て
い
る
所
は
思
い
切
っ
て
枝
抜
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
灌
水

　
い
ち
じ
く
は
夏
季
の
水
管
理
に
よ
っ
て
、
果

実
の
肥
大
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
梅
雨
明
け

▲日焼け果

▲ホワイトコート散布
果実

落
葉
果
樹

▲さび病

営農相談 農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。
（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　
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後
は
、
高
温
乾
燥
が
続
き
、
ヤ
ケ
熟
果
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
晴
天
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
収
穫

　
い
よ
い
よ
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
果
実
温
度

の
低
い
早
朝
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
収
穫
す
る

際
は
、
果
実
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
採

収
し
ま
し
ょ
う
。

か
き

◆
摘
果

　
奇
形
果
・
変
形
果
・
病
害
虫
被
害
果
・
小
玉

果
を
摘
果
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
分
管
理

　
柿
は
乾
燥
に
弱
い
の
で
、
乾
燥
さ
せ
な
い
よ

う
に
定
期
的
に
灌
水
を
行
い
、
果
実
肥
大
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
平
年
に
比
べ
、
３
日
程
遅
い
梅
雨
入

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
入
り
後
は
定
期
的
な
雨
が
期
待
で
き
ま

す
が
、
晴
れ
た
日
が
続
く
よ
う
な
ら
灌
水
す
る

な
ど
乾
燥
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
中
国
地
方
の
梅
雨
明
け
は
、
例
年
だ
と
７
月

19
日
ご
ろ
で
す
。
梅
雨
明
け
後
は
高
温
や
乾
燥

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は
急
激
な
降

雨
や
日
照
り
に
よ
っ
て
、
環
境
の
変
化
が
大
き

く
、
作
物
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ま
す
。
株
元
に

も
み
殻
な
ど
を
敷
い
て
や
る
と
乾
燥
防
止
、
地

温
上
昇
の
抑
制
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
病
気
の
原
因
と
な
る
泥
跳
ね
も
軽
減

で
き
ま
す
。

【
夏
季
の
管
理
】

　
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
は
夏
野
菜
と
い
う

分
類
か
ら
暑
さ
に
強
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
実
際
の
生
育
適
温
は
概
ね
20
〜
28
℃
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
夏
は
気
温
が
30
℃
を

超
え
る
の
が
当
た
り
前
で
夏
野
菜
に
と
っ
て
も

厳
し
い
環
境
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
次
に

挙
げ
る
項
目
を
参
考
に
、
少
し
で
も
快
適
な
環

境
を
整
え
て
夏
を
乗
り
越
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
整
枝
・
誘
引

　
気
温
が
上
が
る
に
つ
れ
生
育
も
旺
盛
に
な
り

ま
す
。株
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
、支
柱
や
ネ
ッ

ト
に
誘
引
し
直
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、込
み
入
っ

た
部
分
は
間
引
い
て
風
通
し
を
良
く
し
て
く
だ

さ
い
。

　
樹
勢
が
弱
っ
て
く
る
と
実
の
付
き
が
悪
く
な

り
、
果
実
の
太
り
も
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
は
一
度
実
を
全
て
取
り
除
き
樹
勢
の

回
復
に
努
め
ま
す
。

◆
灌
水
・
追
肥

　
収
穫
期
に
入
っ
た
野
菜
は
、
水
の
要
求
量
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
先
月
よ
り
も
水
量
を
増

や
し
て
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

　
早
朝
の
灌
水
が
難
し
い
場
合
は
、
夕
方
涼
し

く
な
っ
て
か
ら
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。

　
追
肥
に
つ
い
て
は
、
少
量
を
定
期
的（
10
日
〜

２
週
間
お
き
）に
施
用
し
て
株
が
弱
ら
な
い
よ

う
管
理
し
ま
す
。
株
が
弱
っ
た
場
合
は
、
速
効

性
の
あ
る
液
肥
や
化
成
肥
料
を
使
っ
て
、
樹
勢

の
回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
果
実
に
現
れ
る
異
常
に
つ
い
て

　
果
実
に
は
様
々
な
異
常
が
現
れ
ま
す
。
代
表

的
な
症
状
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
窓
あ
き
果

　
花
芽
分
化
・
発
育
過
程
で
５
〜
７
℃
の
低
温

に
遭
遇
す
る
と
多
発
す
る
。
多
水
分
、
多
肥
で

助
長
さ
れ
る
。

・
尻
腐
れ
果

　
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
、
灌
水
不
足
で
発
生
し
や

す
い
。

・
曲
が
り
果

　
乾
燥
、
日
照
不
足
、
着
果
数
が
多
く
て
養
分

の
競
合
の
多
い
と
き
に
発
生
す
る
。

・
つ
や
な
し
果

　
水
不
足
が
原
因
で
発
生
し
や
す
い
。

◆
病
害
虫
対
策

　
梅
雨
が
明
け
て
晴
れ
る
日
が
多
く
な
る
に
つ

れ
、害
虫
が
増
え
て
き
ま
す
。家
庭
菜
園
で
は
、

な
る
べ
く
農
薬
を
使
い
た
く
な
い
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
補
殺
し
て
密
度
を

減
ら
す
の
も
大
切
で
す
。
葉
裏
な
ど
を
観
察
す

る
と
卵
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
も
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
病
害
の
予
防
に
つ
い
て
は
、
上
で
も
挙
げ
た

も
み
殻
や
、
通
気
性
の
確
保
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
人
間
と
同
じ
で
元
気
な
個
体
は
病
気
に

も
強
い
の
で
、
株
の
勢
い
を
維
持
す
る
の
が
一

番
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
大
変
暑
い
時
期
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
熱
中

症
に
は
充
分
注
意
し
、
こ
ま
め
な
休
憩
と
水
分

補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
菜
園

▲窓あき果▲尻腐れ果

▲曲がり果▲つやなし果
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　６月７日（土）、ええじゃん尾道尾道店で「初夏の恵み　産直市」を開催し、朝から
多くの買い物客や家族連れでにぎわいました。
　当日行われたガラポン大抽選会では、尾道産の果物、地元加工品やひろしま和牛な
ど、豪華な賞品が数多く用意され、会場は終始、にぎわいと楽しげな声であふれました。
　そのほかにも、スーパーボールすくいや射的などの縁日コーナーや柑橘ジュース
の試飲販売、ひろしま和牛モモ丸焼きの実演販売などが人気を集めました。

初夏の恵みを満喫
JA尾道市「初夏の恵み　産直市」盛況

ＪＡ

　６月13日（金）、浦崎支店は日頃の感謝の
気持ちを込めて「ご来店プレゼントキャン
ペーン」を実施しました。
　職員が当日来店した利用者に一人ひとり手
渡しではっさくゼリーなどをプレゼントし、
来店者は笑顔で受取り、喜んでいました。
　平林香宏支店長は、「これからも地域の皆
さまに喜ばれる企画を続けたい」と話しました。

日頃の感謝を込めて
浦崎支店「ご来店プレゼントキャンペーン」実施

来店者に感謝を込めてプレゼントを手渡す
職員

ＪＡ

多くの人で賑わう店内

会場は多くの来場者でにぎわいました

JAカードコーナー

JA共済相談コーナー

ガラポン大抽選会ブース

縁日コーナー

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

が
ん
こ
ち
ゃ
ん
の

JAミックス・ベジタブル FMおのみち79.4MHzにて、毎週金曜日午前10時半からJA尾道市管内の旬な情報をお届けしています。FMおのみち79.4MHzにて、毎週金曜日午前10時半からJA尾道市管内の旬な情報をお届けしています。 8



後
は
、
高
温
乾
燥
が
続
き
、
ヤ
ケ
熟
果
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
晴
天
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
収
穫

　
い
よ
い
よ
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
果
実
温
度

の
低
い
早
朝
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
収
穫
す
る

際
は
、
果
実
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
採

収
し
ま
し
ょ
う
。

か
き

◆
摘
果

　
奇
形
果
・
変
形
果
・
病
害
虫
被
害
果
・
小
玉

果
を
摘
果
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
分
管
理

　
柿
は
乾
燥
に
弱
い
の
で
、
乾
燥
さ
せ
な
い
よ

う
に
定
期
的
に
灌
水
を
行
い
、
果
実
肥
大
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
平
年
に
比
べ
、
３
日
程
遅
い
梅
雨
入

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
入
り
後
は
定
期
的
な
雨
が
期
待
で
き
ま

す
が
、
晴
れ
た
日
が
続
く
よ
う
な
ら
灌
水
す
る

な
ど
乾
燥
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
中
国
地
方
の
梅
雨
明
け
は
、
例
年
だ
と
７
月

19
日
ご
ろ
で
す
。
梅
雨
明
け
後
は
高
温
や
乾
燥

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は
急
激
な
降

雨
や
日
照
り
に
よ
っ
て
、
環
境
の
変
化
が
大
き

く
、
作
物
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ま
す
。
株
元
に

も
み
殻
な
ど
を
敷
い
て
や
る
と
乾
燥
防
止
、
地

温
上
昇
の
抑
制
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
病
気
の
原
因
と
な
る
泥
跳
ね
も
軽
減

で
き
ま
す
。

【
夏
季
の
管
理
】

　
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
は
夏
野
菜
と
い
う

分
類
か
ら
暑
さ
に
強
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
実
際
の
生
育
適
温
は
概
ね
20
〜
28
℃
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
夏
は
気
温
が
30
℃
を

超
え
る
の
が
当
た
り
前
で
夏
野
菜
に
と
っ
て
も

厳
し
い
環
境
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
次
に

挙
げ
る
項
目
を
参
考
に
、
少
し
で
も
快
適
な
環

境
を
整
え
て
夏
を
乗
り
越
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
整
枝
・
誘
引

　
気
温
が
上
が
る
に
つ
れ
生
育
も
旺
盛
に
な
り

ま
す
。株
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
、支
柱
や
ネ
ッ

ト
に
誘
引
し
直
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、込
み
入
っ

た
部
分
は
間
引
い
て
風
通
し
を
良
く
し
て
く
だ

さ
い
。

　
樹
勢
が
弱
っ
て
く
る
と
実
の
付
き
が
悪
く
な

り
、
果
実
の
太
り
も
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
は
一
度
実
を
全
て
取
り
除
き
樹
勢
の

回
復
に
努
め
ま
す
。

◆
灌
水
・
追
肥

　
収
穫
期
に
入
っ
た
野
菜
は
、
水
の
要
求
量
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
先
月
よ
り
も
水
量
を
増

や
し
て
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

　
早
朝
の
灌
水
が
難
し
い
場
合
は
、
夕
方
涼
し

く
な
っ
て
か
ら
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。

　
追
肥
に
つ
い
て
は
、
少
量
を
定
期
的（
10
日
〜

２
週
間
お
き
）に
施
用
し
て
株
が
弱
ら
な
い
よ

う
管
理
し
ま
す
。
株
が
弱
っ
た
場
合
は
、
速
効

性
の
あ
る
液
肥
や
化
成
肥
料
を
使
っ
て
、
樹
勢

の
回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
果
実
に
現
れ
る
異
常
に
つ
い
て

　
果
実
に
は
様
々
な
異
常
が
現
れ
ま
す
。
代
表

的
な
症
状
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
窓
あ
き
果

　
花
芽
分
化
・
発
育
過
程
で
５
〜
７
℃
の
低
温

に
遭
遇
す
る
と
多
発
す
る
。
多
水
分
、
多
肥
で

助
長
さ
れ
る
。

・
尻
腐
れ
果

　
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
、
灌
水
不
足
で
発
生
し
や

す
い
。

・
曲
が
り
果

　
乾
燥
、
日
照
不
足
、
着
果
数
が
多
く
て
養
分

の
競
合
の
多
い
と
き
に
発
生
す
る
。

・
つ
や
な
し
果

　
水
不
足
が
原
因
で
発
生
し
や
す
い
。

◆
病
害
虫
対
策

　
梅
雨
が
明
け
て
晴
れ
る
日
が
多
く
な
る
に
つ

れ
、害
虫
が
増
え
て
き
ま
す
。家
庭
菜
園
で
は
、

な
る
べ
く
農
薬
を
使
い
た
く
な
い
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
補
殺
し
て
密
度
を

減
ら
す
の
も
大
切
で
す
。
葉
裏
な
ど
を
観
察
す

る
と
卵
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
も
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
病
害
の
予
防
に
つ
い
て
は
、
上
で
も
挙
げ
た

も
み
殻
や
、
通
気
性
の
確
保
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
人
間
と
同
じ
で
元
気
な
個
体
は
病
気
に

も
強
い
の
で
、
株
の
勢
い
を
維
持
す
る
の
が
一

番
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
大
変
暑
い
時
期
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
熱
中

症
に
は
充
分
注
意
し
、
こ
ま
め
な
休
憩
と
水
分

補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
菜
園

▲窓あき果▲尻腐れ果

▲曲がり果▲つやなし果
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　６月７日（土）、ええじゃん尾道尾道店で「初夏の恵み　産直市」を開催し、朝から
多くの買い物客や家族連れでにぎわいました。
　当日行われたガラポン大抽選会では、尾道産の果物、地元加工品やひろしま和牛な
ど、豪華な賞品が数多く用意され、会場は終始、にぎわいと楽しげな声であふれました。
　そのほかにも、スーパーボールすくいや射的などの縁日コーナーや柑橘ジュース
の試飲販売、ひろしま和牛モモ丸焼きの実演販売などが人気を集めました。

初夏の恵みを満喫
JA尾道市「初夏の恵み　産直市」盛況

ＪＡ

　６月13日（金）、浦崎支店は日頃の感謝の
気持ちを込めて「ご来店プレゼントキャン
ペーン」を実施しました。
　職員が当日来店した利用者に一人ひとり手
渡しではっさくゼリーなどをプレゼントし、
来店者は笑顔で受取り、喜んでいました。
　平林香宏支店長は、「これからも地域の皆
さまに喜ばれる企画を続けたい」と話しました。

日頃の感謝を込めて
浦崎支店「ご来店プレゼントキャンペーン」実施

来店者に感謝を込めてプレゼントを手渡す
職員

ＪＡ

多くの人で賑わう店内

会場は多くの来場者でにぎわいました

JAカードコーナー

JA共済相談コーナー

ガラポン大抽選会ブース

縁日コーナー

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

が
ん
こ
ち
ゃ
ん
の

農産物直売所 ええじゃん尾道 尾道店･向島店 地域の“旬”と“うまい”をお届けします。地域の“旬”と“うまい”をお届けします。
尾道店 ☎0848-55-9048 午前9時から午後6時まで営業　向島店 ☎0848-20-6008 午前9時から正午まで営業尾道店 ☎0848-55-9048 午前9時から午後6時まで営業　向島店 ☎0848-20-6008 午前9時から正午まで営業

9
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　６月13日（金）、JA尾道市は尾道市役所で尾道市立の小中学
生へ食農教育の一環として「はっさくシャーベット」約9,200個
を寄贈する贈呈式を行い、村上俊二組合長と村上克文経済常務
が出席しました。
　式では、村上組合長が「はっさくシャーベットをお召し上が
りいただき、暑い日を乗り切る元気の源になれば嬉しいです」
と話し、平谷祐宏尾道市長へ目録を、村上常務が宮本佳宏教育
長へはっさくシャーベットを贈りました。

　寄贈を受けた平谷市長は、「尾道市の小中学校へはっさくシャーベットを寄贈していただきあり
がとうございます。子ども達も大変喜びます」とお礼を述べ、村上組合長へ感謝状が手渡されました。

尾 道

管内の小中学生へはっさくシャーベット寄贈

左から宮本教育長、平谷市長、
村上組合長、村上経済常務

　６月20日（金）、JA尾道市は世羅町せら文化センターで世羅町立の
小中学生へ食農教育の一環として「はっさくシャーベット」約1,200
個を寄贈する贈呈式を行い、住谷克彦信用常務が出席しました。
　式では、住谷常務が「食農教育の取組みとして世羅町の小中
学生に、美味しいはっさくシャーベットを笑顔で味わっていた
だきたいです」と話し、世羅町教育委員会早間貴之教育長へ目
録が手渡されました。

　寄贈を受けた早間教育長は、「この度は、はっさくシャーベットを寄贈いただきありがとうございま
す。子ども達も大変喜ぶと思うので、家に持ち帰って凍らせて食べるように伝えます」と話されました。

世 羅

早間教育長（左）と住谷信用常務（右）

ＪＡ

　５月23日（金）、JA尾道市本所で令和７年度JA尾道市生産販
売委員会を開催しました。
　委員会では、役員改選が行われ、委員の互選によりいちじく
部会の高橋泰登部会長が委員長に就任しました。その後、令和
７年度活動計画等について協議が行われ、可決・承認されまし
た。また、各部会の取り組み、意見・要望では、出席した12
部会より報告があり、営農センター・担当者等と連携をとりな
がら取り組んでいくことを確認しました。
　生産販売委員会は、JA尾道市の12の生産部会長とJA尾道市
役職員で構成され、23名が出席しました。

令和７年度　JA尾道市生産販売委員会を開催

就任挨拶をする高橋委員長

部会

G
A

N
K

O
-

C
H

A
N

 
N

O
 

S
H

U
Z

A
I

 
N

I
K

K
I

G
A

N
K

O
-

C
H

A
N

 
N

O
 

S
H

U
Z

A
I

 
N

I
K

K
I

　５月27日（火）、木ノ庄西選果場で尾道ぶどう「デラ
ウェア」の出荷が始まりました。
　今季のデラウェアは、冬季の気温が低く推移した影響
で、平年より３日ほどの遅れとなりました。それでも、
生育状態は良好で粒張り・糖度ともに例年通りの良い仕
上がりとなっています。
　デラウェアは管内14戸の生産者が合計2.6ヘクタール
の畑で栽培しており、今年の出荷量は約20トンを見込
んでいます。

尾道ぶどう「デラウェア」出荷始まる

出荷されたデラウェアを１つ１つ検査する検査員

ＪＡ

【募集期間】令和7年7月～令和7年8月

【対象者】
*1a以上の植付けを考えている方
*わけぎをJAに出荷して、これから農業を始めたい
と思っている方

*吉和・向島・因島に畑をお持ちの方

【開講予定】
*令和7年9月上旬開講予定
*月１回の講義・圃場での研修を行います

★トップブランド「広島わけぎ」の
栽培を始めませんか? 
初心者でも大丈夫 ＝圃場づくり～
出荷までＪＡがサポート＝

◆申し込み・お問い合わせ◆
JA尾道市営農経済部・営農販売課
℡（0848）20-2811 Fax 20-2813

　６月２日（月）、東尾道選果場で尾道の桃の出荷が始ま
りました。
　今季の桃は、１月から３月中旬まで平年より気温が低
く推移し、生育が心配されましたが、３月下旬の急激な
気温の上昇により開花始期が一気に進み、平年並みの生
育状況となりました。また適度な降雨により玉太りも良
好で質の良い仕上がりとなっています。
　桃は、10品種を管内46人の生産者が栽培しており、
今年の出荷量は約45トンを見込んでいます。

尾道の桃　出荷始まる

出荷された桃を丁寧に検査する検査員

ＪＡ

キャッシュカードを紛失されたら 直ちに下記までご連絡ください。（営業日につきましては発行された本店・支店・出張所窓口へ）直ちに下記までご連絡ください。（営業日につきましては発行された本店・支店・出張所窓口へ）
（夜間18：00〜21：00、土曜８：45〜20：00、日祝日８：45〜19：00（夜間18：00〜21：00、土曜８：45〜20：00、日祝日８：45〜19：00　 0120-577931）　 0120-577931）
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　６月13日（金）、JA尾道市は尾道市役所で尾道市立の小中学
生へ食農教育の一環として「はっさくシャーベット」約9,200個
を寄贈する贈呈式を行い、村上俊二組合長と村上克文経済常務
が出席しました。
　式では、村上組合長が「はっさくシャーベットをお召し上が
りいただき、暑い日を乗り切る元気の源になれば嬉しいです」
と話し、平谷祐宏尾道市長へ目録を、村上常務が宮本佳宏教育
長へはっさくシャーベットを贈りました。

　寄贈を受けた平谷市長は、「尾道市の小中学校へはっさくシャーベットを寄贈していただきあり
がとうございます。子ども達も大変喜びます」とお礼を述べ、村上組合長へ感謝状が手渡されました。

尾 道

管内の小中学生へはっさくシャーベット寄贈

左から宮本教育長、平谷市長、
村上組合長、村上経済常務

　６月20日（金）、JA尾道市は世羅町せら文化センターで世羅町立の
小中学生へ食農教育の一環として「はっさくシャーベット」約1,200
個を寄贈する贈呈式を行い、住谷克彦信用常務が出席しました。
　式では、住谷常務が「食農教育の取組みとして世羅町の小中
学生に、美味しいはっさくシャーベットを笑顔で味わっていた
だきたいです」と話し、世羅町教育委員会早間貴之教育長へ目
録が手渡されました。

　寄贈を受けた早間教育長は、「この度は、はっさくシャーベットを寄贈いただきありがとうございま
す。子ども達も大変喜ぶと思うので、家に持ち帰って凍らせて食べるように伝えます」と話されました。

世 羅

早間教育長（左）と住谷信用常務（右）

ＪＡ

　５月23日（金）、JA尾道市本所で令和７年度JA尾道市生産販
売委員会を開催しました。
　委員会では、役員改選が行われ、委員の互選によりいちじく
部会の高橋泰登部会長が委員長に就任しました。その後、令和
７年度活動計画等について協議が行われ、可決・承認されまし
た。また、各部会の取り組み、意見・要望では、出席した12
部会より報告があり、営農センター・担当者等と連携をとりな
がら取り組んでいくことを確認しました。
　生産販売委員会は、JA尾道市の12の生産部会長とJA尾道市
役職員で構成され、23名が出席しました。

令和７年度　JA尾道市生産販売委員会を開催

就任挨拶をする高橋委員長

部会
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　５月27日（火）、木ノ庄西選果場で尾道ぶどう「デラ
ウェア」の出荷が始まりました。
　今季のデラウェアは、冬季の気温が低く推移した影響
で、平年より３日ほどの遅れとなりました。それでも、
生育状態は良好で粒張り・糖度ともに例年通りの良い仕
上がりとなっています。
　デラウェアは管内14戸の生産者が合計2.6ヘクタール
の畑で栽培しており、今年の出荷量は約20トンを見込
んでいます。

尾道ぶどう「デラウェア」出荷始まる

出荷されたデラウェアを１つ１つ検査する検査員

ＪＡ

【募集期間】令和7年7月～令和7年8月

【対象者】
*1a以上の植付けを考えている方
*わけぎをJAに出荷して、これから農業を始めたい
と思っている方

*吉和・向島・因島に畑をお持ちの方

【開講予定】
*令和7年9月上旬開講予定
*月１回の講義・圃場での研修を行います

★トップブランド「広島わけぎ」の
栽培を始めませんか? 
初心者でも大丈夫 ＝圃場づくり～
出荷までＪＡがサポート＝

◆申し込み・お問い合わせ◆
JA尾道市営農経済部・営農販売課
℡（0848）20-2811 Fax 20-2813

　６月２日（月）、東尾道選果場で尾道の桃の出荷が始ま
りました。
　今季の桃は、１月から３月中旬まで平年より気温が低
く推移し、生育が心配されましたが、３月下旬の急激な
気温の上昇により開花始期が一気に進み、平年並みの生
育状況となりました。また適度な降雨により玉太りも良
好で質の良い仕上がりとなっています。
　桃は、10品種を管内46人の生産者が栽培しており、
今年の出荷量は約45トンを見込んでいます。

尾道の桃　出荷始まる

出荷された桃を丁寧に検査する検査員

ＪＡ

ふれあいセンター まごころ込めて心に残る葬儀をお手伝いさせていただきます。葬儀、搬送車のご用命はまごころ込めて心に残る葬儀をお手伝いさせていただきます。葬儀、搬送車のご用命は　 0120-560948（24時間受付）  　 0120-560948（24時間受付）  
（やすらぎ会館東尾道）☎0848-46-1150　（やすらぎ会館みつぎ）☎0848-77-0848（やすらぎ会館東尾道）☎0848-46-1150　（やすらぎ会館みつぎ）☎0848-77-0848
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自己改革工程表について

　JA尾道市は、組合員に必要とされる組合をめざして創造的自己改革の実践に役職員一丸となり

取り組みを進めており、令和７年度からは自己改革実践サイクルの取り組みを強化し、「不断の

自己改革」によるさらなる進化を目指しております。 

　組合員と利用者のニーズに応え、これからも地域になくてはならないJAであり続けるために、

持続可能な経営基盤を構築し総合事業を基本とする「不断の自己改革」を実践し続けてまいります。 

　JA尾道市では将来にわたり組合員や地域の皆様から必要とされ、なくてはならないJAとなる

ため、持続的な健全経営の確立に向けて、店舗の再編に取り組むことにいたしました。

　この度の店舗再編におきましては、最適なサービスを適時・的確に提供できるよう専門性を高

め、皆様からの負託に応えるよう、ご利用者の満足度の向上に努めてまいりますので、より一層

のご支援と変わらぬご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。

自己改革工程表は、当JAのホームページに掲載しています。

購買店舗の再編

最終営業日 再編内容 現在の店舗 統合先センター

令和７年
9月26日（金） 統合 東生口出張所 因島営農センター

信用店舗の再編

最終営業日 再編内容 現在の店舗 統合先支店

令和７年
9月12日（金） 統合 本　　　　店 栗 原 支 店

令和７年
9月26日（金） 統合 東生口出張所 因島南支店

JA尾道市  店舗再編  のお知らせ

ATM廃止のお知らせ
　日頃より、JA尾道市をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　永らくご愛顧いただきました下記ATMは廃止させていただくこととなりました。
　なお、今後につきましては、近隣の支店または提携金融機関、セブン銀行等コンビニエンスストアの
ATMをご利用願います。
　廃止に伴いご利用の皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力を賜りますよう、何
卒よろしくお願い申し上げます。

場　　所 最寄りのJA尾道市ATM 最終稼働日

東 事 務 所 甲 山 支 店（世羅郡世羅町東上原201番地の１） 令和７年
9月21日（日）大 見 事 務 所 世 羅 支 店（世羅郡世羅町本郷678番地の１）

西 藤 出 張 所 尾道北支店（尾道市美ノ郷町三成1131番地の１）
尾道東支店（尾道市高須町986番地の１）

令和７年
9月28日（日）

三 庄 出 張 所 因島北支店（尾道市因島中庄町690番地の１）
因島南支店（尾道市因島田熊町2517番地の１）

津 名 事 務 所
世羅西支店（世羅郡世羅町小国4261番地の２）

吉 川 事 務 所

月曜日
場 　 所 旧久山田出張所 旧三庄出張所

営業時間 9：30～11：00 13：30～15：00

火曜日
場 　 所 旧吉川事務所 旧津名事務所

営業時間 10：20～11：50 13：30～15：00

水曜日
場 　 所 旧東生口出張所 旧大浜出張所

営業時間 10：00～12：00 13：30～15：00

木曜日
場 　 所 旧 東 事 務 所 旧大見事務所

営業時間 10：00～11：30 13：30～15：00

金曜日
場 　 所 旧百島出張所

営業時間 10：45～12：30

移動金融店舗車 営業スケジュール　令和７年９月29日～

＊上記スケジュールで運行いたしますので、ご利用ください。
＊なお、土、日、祝日については、運休させていただきます。
＊移動金融店舗車のお取引には、店舗窓口と同様に「通帳」ならびに「お届印」が必要です。
＊キャッシュカードでのお取引はできませんのでご注意ください。
＊大規模災害の発生時に、近隣JAよりJAバンク金融機能維持にかかる活動要請があった場合は運休となります。

はっさくゼリー はっさく発祥の地、因島のはっさくの果肉が入ったさっぱりとした味わいのゼリーです。はっさく発祥の地、因島のはっさくの果肉が入ったさっぱりとした味わいのゼリーです。
ご注文は「はっさくゼリーセンター」へご注文は「はっさくゼリーセンター」へ　 0120-839041　 0120-839041
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自己改革工程表について

　JA尾道市は、組合員に必要とされる組合をめざして創造的自己改革の実践に役職員一丸となり

取り組みを進めており、令和７年度からは自己改革実践サイクルの取り組みを強化し、「不断の

自己改革」によるさらなる進化を目指しております。 

　組合員と利用者のニーズに応え、これからも地域になくてはならないJAであり続けるために、

持続可能な経営基盤を構築し総合事業を基本とする「不断の自己改革」を実践し続けてまいります。 

　JA尾道市では将来にわたり組合員や地域の皆様から必要とされ、なくてはならないJAとなる

ため、持続的な健全経営の確立に向けて、店舗の再編に取り組むことにいたしました。

　この度の店舗再編におきましては、最適なサービスを適時・的確に提供できるよう専門性を高

め、皆様からの負託に応えるよう、ご利用者の満足度の向上に努めてまいりますので、より一層

のご支援と変わらぬご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。

自己改革工程表は、当JAのホームページに掲載しています。

購買店舗の再編

最終営業日 再編内容 現在の店舗 統合先センター

令和７年
9月26日（金） 統合 東生口出張所 因島営農センター

信用店舗の再編

最終営業日 再編内容 現在の店舗 統合先支店

令和７年
9月12日（金） 統合 本　　　　店 栗 原 支 店

令和７年
9月26日（金） 統合 東生口出張所 因島南支店

JA尾道市  店舗再編  のお知らせ

ATM廃止のお知らせ
　日頃より、JA尾道市をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　永らくご愛顧いただきました下記ATMは廃止させていただくこととなりました。
　なお、今後につきましては、近隣の支店または提携金融機関、セブン銀行等コンビニエンスストアの
ATMをご利用願います。
　廃止に伴いご利用の皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力を賜りますよう、何
卒よろしくお願い申し上げます。

場　　所 最寄りのJA尾道市ATM 最終稼働日

東 事 務 所 甲 山 支 店（世羅郡世羅町東上原201番地の１） 令和７年
9月21日（日）大 見 事 務 所 世 羅 支 店（世羅郡世羅町本郷678番地の１）

西 藤 出 張 所 尾道北支店（尾道市美ノ郷町三成1131番地の１）
尾道東支店（尾道市高須町986番地の１）

令和７年
9月28日（日）

三 庄 出 張 所 因島北支店（尾道市因島中庄町690番地の１）
因島南支店（尾道市因島田熊町2517番地の１）

津 名 事 務 所
世羅西支店（世羅郡世羅町小国4261番地の２）

吉 川 事 務 所

月曜日
場 　 所 旧久山田出張所 旧三庄出張所

営業時間 9：30～11：00 13：30～15：00

火曜日
場 　 所 旧吉川事務所 旧津名事務所

営業時間 10：20～11：50 13：30～15：00

水曜日
場 　 所 旧東生口出張所 旧大浜出張所

営業時間 10：00～12：00 13：30～15：00

木曜日
場 　 所 旧 東 事 務 所 旧大見事務所

営業時間 10：00～11：30 13：30～15：00

金曜日
場 　 所 旧百島出張所

営業時間 10：45～12：30

移動金融店舗車 営業スケジュール　令和７年９月29日～

＊上記スケジュールで運行いたしますので、ご利用ください。
＊なお、土、日、祝日については、運休させていただきます。
＊移動金融店舗車のお取引には、店舗窓口と同様に「通帳」ならびに「お届印」が必要です。
＊キャッシュカードでのお取引はできませんのでご注意ください。
＊大規模災害の発生時に、近隣JAよりJAバンク金融機能維持にかかる活動要請があった場合は運休となります。

はっさくシャーベット はっさくの爽やかな酸味や程よい苦味はそのままに、凍らせることでシャリシャリとした食感が楽しめます。はっさくの爽やかな酸味や程よい苦味はそのままに、凍らせることでシャリシャリとした食感が楽しめます。13



生活習慣病予防に
お口の健康を！健康だより

　最後に、定期的な歯科通院によるケアです。自分の毎日のケアがきちんとできているか
の確認とともに、磨きにくいところのクリーニングを受け、歯周病の予防に努めましょう。

　さらに、お口の健康のためにも禁煙が重要です。煙草に含まれるニコチンで毛細
血管が収縮し、歯肉への血流を悪化させ、歯周組織を修復させるのに必要な細胞の
働きが低下します。禁煙することで、歯肉の血行が改善し、歯周病や口臭を予防す

ることにもつながります。

　次に、正しいブラッシングと歯と歯の間の汚れの除去です。歯と歯の間や歯と歯肉の
境目を意識して、軽くブラシをあて小刻みに動かしましょう。また、歯ブラシに加えて、
歯間ブラシやフロスで歯の隙間の掃除をすると、より歯垢を除去でき、歯周病の予防に
つながります。

　生活習慣病と歯の健康は、密接につながっています。
　むし歯や歯周病によって痛みやぐらつきがあると、よく噛めなくなり、歯を失うことにもなります。
噛みにくくなったり歯を失ったりすると、食べやすい柔らかい食べ物などに偏り、必要な栄養素が取
り入れられなくなる可能性が高まり、全身の健康状態の悪化につながります。また、近年は歯周病菌
が様々な全身の病気（肺炎・心筋梗塞・糖尿病・早産や低出生体重児など）に関わっていることがわかっ
てきました。
　40歳以上の歯が抜ける原因の多くは、歯周病です。
　歯周病を予防するには、まずは、よく噛むことです。よく噛むことで、唾液がしっかり分泌され、
乾燥を防ぎ、口の中をきれいに保てます。よく噛むことは、他にも体に良い効果があります。

問い合わせ：JA尾道総合病院 健康管理センター　0848-22-8111（代） 13：00～16：00

1
唾液による

消化酵素の働きで、
消化吸収が
よくなります。

2
いろいろな食べ物を

摂取することにつながり、
栄養バランスが整い、

虚弱（フレイル）予防に
つながります。

3
満腹中枢を刺激して、
食べ過ぎを防ぐ

ことにもつながります。

これらの良い効果を引き出すためにも、ひと口20～30 回を目指して、
しっかりよく噛みましょう。

し っ か り よ く 噛 む こ と で …

クロスワード ●出題：ニコリパズル 手作りつくだ煮
100ｇ
７名様にプレゼント！

今月の
プレゼント

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ
①  ミーンミン、シャワシャワ、カナカナカナ……
②  物事にかかわりを持つこと
③  代金は今度まとめて払うね
④  西田佐知子のヒット曲、『コーヒー・――』
⑥  さだまさしの名曲『――流し』で歌われてい

るのは、長崎県などでするお盆の行事

⑧  スイカにかける人もいます
⑩  ２分の１がハーフなら４分の１は
⑫  チョウが吸うもの
⑭  台木にくっつけたり挟んだりして育てます
⑯  もう一杯、お――!
⑱  鼻の長い動物

タテのカギ
①  国際博覧会（万博）には――各国が出展します
③  朝顔に――とられてもらひ水（千代女）
⑤  官の対義語
⑥  合格を目指して受けることも
⑦  二十四節気のひとつ。令和７年は８月23

日です
⑨  悪夢を食べるといわれる想像上の動物

⑪  旧国名のひとつ。今の滋賀県あたり
⑬  人が並んで作るもの
⑮  コイン――に荷物を入れた
⑰  紙幣のすかしは――防止策のひとつです
⑲  魚などの内臓のこと
⑳  あぶく。ソーダ水からたくさん出ます
㉑  半透明でプルプルした洋菓子

A CB E
答え

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、
7名様に賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•
お便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ７月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  企画課

A
ウ

C
シ

B
メ

D
ユ

５月号の解答

D

５月号クロスワード当選者

尾道市神田町 島谷　理賀さん
尾道市高須町 島田　敏子さん
尾道市美ノ郷町 平田　由子さん
尾道市御調町 宗　八重子さん
尾道市向東町 向井　明美さん
尾道市因島重井町 柏原　恭子さん
世羅郡世羅町 政宗　冨美恵さん

（応募総数79通） 解答：ウメシユ

とっておき旬のレシピ イワシのかば焼き
材 料 〈４人分〉
●イワシ   ４尾
●Ａ　しょうが汁   小さじ１
　　　しょうゆ   小さじ２
●みりん   大さじ４
●酒   大さじ４
●砂糖   小さじ４
●しょうゆ   大さじ２
●みそ   大さじ１
●揚げ油   適宜
●片栗粉   適宜
●サヤインゲン   ４本

作り方
〈下ごしらえ〉
イワシは手開きし、頭や内臓、骨、背びれなど
を除きＡを混ぜたものに15分漬ける。サヤイン
ゲンは筋を取って塩ゆでし、水を切ってから鍋
に戻し、砂糖・塩各少々（分量外）を加えて強
火で汁気がなくなるまで煮て３cm長さに切る。
❶ たれを作る。みりんを煮切り、酒、砂糖、しょ
うゆを入れて少し煮詰めてみそを加え、とろ
みが付くまで弱火で煮て火から下ろす。

❷ イワシの水気を拭き、片栗粉をまぶして熱し
た油で揚げる。油が切れたら①のたれの中に
漬ける。

❸❷を皿に盛り、サヤインゲンを添える。

赤堀料理学園校長
赤堀博美

イワシは包丁を使わず手開きでおろせます。中骨は素揚げして骨せんべ
いにしてもおいしいです。

POINT

ええJAん!おのみち

理事会
だより

開催日
令和７年６月25日（水）

● 第１号議案 理事報酬の配分及び支給方法について
● 第２号議案 葬祭事業の業務委託について
● 第３号議案 令和６年度ディスクロージャーについて

審議事項

※理事会議事録は、各支店・出張所に備え置きしております。

15 お願い JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。 14



生活習慣病予防に
お口の健康を！健康だより

　最後に、定期的な歯科通院によるケアです。自分の毎日のケアがきちんとできているか
の確認とともに、磨きにくいところのクリーニングを受け、歯周病の予防に努めましょう。

　さらに、お口の健康のためにも禁煙が重要です。煙草に含まれるニコチンで毛細
血管が収縮し、歯肉への血流を悪化させ、歯周組織を修復させるのに必要な細胞の
働きが低下します。禁煙することで、歯肉の血行が改善し、歯周病や口臭を予防す

ることにもつながります。

　次に、正しいブラッシングと歯と歯の間の汚れの除去です。歯と歯の間や歯と歯肉の
境目を意識して、軽くブラシをあて小刻みに動かしましょう。また、歯ブラシに加えて、
歯間ブラシやフロスで歯の隙間の掃除をすると、より歯垢を除去でき、歯周病の予防に
つながります。

　生活習慣病と歯の健康は、密接につながっています。
　むし歯や歯周病によって痛みやぐらつきがあると、よく噛めなくなり、歯を失うことにもなります。
噛みにくくなったり歯を失ったりすると、食べやすい柔らかい食べ物などに偏り、必要な栄養素が取
り入れられなくなる可能性が高まり、全身の健康状態の悪化につながります。また、近年は歯周病菌
が様々な全身の病気（肺炎・心筋梗塞・糖尿病・早産や低出生体重児など）に関わっていることがわかっ
てきました。
　40歳以上の歯が抜ける原因の多くは、歯周病です。
　歯周病を予防するには、まずは、よく噛むことです。よく噛むことで、唾液がしっかり分泌され、
乾燥を防ぎ、口の中をきれいに保てます。よく噛むことは、他にも体に良い効果があります。

問い合わせ：JA尾道総合病院 健康管理センター　0848-22-8111（代） 13：00～16：00

1
唾液による

消化酵素の働きで、
消化吸収が
よくなります。

2
いろいろな食べ物を

摂取することにつながり、
栄養バランスが整い、

虚弱（フレイル）予防に
つながります。

3
満腹中枢を刺激して、
食べ過ぎを防ぐ

ことにもつながります。

これらの良い効果を引き出すためにも、ひと口20～30 回を目指して、
しっかりよく噛みましょう。

し っ か り よ く 噛 む こ と で …

クロスワード ●出題：ニコリパズル 手作りつくだ煮
100ｇ
７名様にプレゼント！

今月の
プレゼント

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ
①  ミーンミン、シャワシャワ、カナカナカナ……
②  物事にかかわりを持つこと
③  代金は今度まとめて払うね
④  西田佐知子のヒット曲、『コーヒー・――』
⑥  さだまさしの名曲『――流し』で歌われてい

るのは、長崎県などでするお盆の行事

⑧  スイカにかける人もいます
⑩  ２分の１がハーフなら４分の１は
⑫  チョウが吸うもの
⑭  台木にくっつけたり挟んだりして育てます
⑯  もう一杯、お――!
⑱  鼻の長い動物

タテのカギ
①  国際博覧会（万博）には――各国が出展します
③  朝顔に――とられてもらひ水（千代女）
⑤  官の対義語
⑥  合格を目指して受けることも
⑦  二十四節気のひとつ。令和７年は８月23

日です
⑨  悪夢を食べるといわれる想像上の動物

⑪  旧国名のひとつ。今の滋賀県あたり
⑬  人が並んで作るもの
⑮  コイン――に荷物を入れた
⑰  紙幣のすかしは――防止策のひとつです
⑲  魚などの内臓のこと
⑳  あぶく。ソーダ水からたくさん出ます
㉑  半透明でプルプルした洋菓子

A CB E
答え

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、
7名様に賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•
お便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ７月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  企画課

A
ウ

C
シ

B
メ

D
ユ

５月号の解答

D

５月号クロスワード当選者

尾道市神田町 島谷　理賀さん
尾道市高須町 島田　敏子さん
尾道市美ノ郷町 平田　由子さん
尾道市御調町 宗　八重子さん
尾道市向東町 向井　明美さん
尾道市因島重井町 柏原　恭子さん
世羅郡世羅町 政宗　冨美恵さん

（応募総数79通） 解答：ウメシユ

とっておき旬のレシピ イワシのかば焼き
材 料 〈４人分〉
●イワシ   ４尾
●Ａ　しょうが汁   小さじ１
　　　しょうゆ   小さじ２
●みりん   大さじ４
●酒   大さじ４
●砂糖   小さじ４
●しょうゆ   大さじ２
●みそ   大さじ１
●揚げ油   適宜
●片栗粉   適宜
●サヤインゲン   ４本

作り方
〈下ごしらえ〉
イワシは手開きし、頭や内臓、骨、背びれなど
を除きＡを混ぜたものに15分漬ける。サヤイン
ゲンは筋を取って塩ゆでし、水を切ってから鍋
に戻し、砂糖・塩各少々（分量外）を加えて強
火で汁気がなくなるまで煮て３cm長さに切る。
❶ たれを作る。みりんを煮切り、酒、砂糖、しょ
うゆを入れて少し煮詰めてみそを加え、とろ
みが付くまで弱火で煮て火から下ろす。
❷ イワシの水気を拭き、片栗粉をまぶして熱し
た油で揚げる。油が切れたら①のたれの中に
漬ける。
❸❷を皿に盛り、サヤインゲンを添える。

赤堀料理学園校長
赤堀博美

イワシは包丁を使わず手開きでおろせます。中骨は素揚げして骨せんべ
いにしてもおいしいです。

POINT

ええJAん!おのみち

理事会
だより

開催日
令和７年６月25日（水）

● 第１号議案 理事報酬の配分及び支給方法について
● 第２号議案 葬祭事業の業務委託について
● 第３号議案 令和６年度ディスクロージャーについて

審議事項

※理事会議事録は、各支店・出張所に備え置きしております。
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購買品
今月のオススメ

注文・お問い合わせは下記事業所まで
東尾道営農センター 0848-56-1231TEL 0848-38-2525FAX
尾道北営農センター 0848-29-9611TEL 0848-29-9612FAX 御 調 支 店 0848-76-2242TEL 0848-76-0422FAX
向 島 営 農 センタ ー 0848-44-2106TEL 0848-44-1715FAX
因 島 営 農 センタ ー 0845-25-6161TEL 0845-25-6160FAX
世 羅 営 農 センタ ー 0847-25-5029 TEL 0847-22-3804FAX

浦 崎 支 店 0848-73-3311TEL 0848-73-3313FAX

甲 山 支 店 0847-25-5035TEL 0847-22-5094FAX
世 羅 西 支 店 0847-37-7100TEL 0847-37-2165FAX
東 生 口 出 張 所 0845-28-0211TEL 0845-28-0212FAX

氏 名 連絡先 ー ー

〒
住 所

注文番号 品 名 数 量

ええJAん!おのみち７月号　今月のオススメ購買品　ご注文用紙

注文の際は、TELまたは注文用紙をご持参ください。

持ち帰り　・　配達

注）配達はJA尾道市管内に限ります。配達日時につきましては、注文先へご確認ください。

刃物研ぎ
東尾道営農センター
8月8日金～12日火

※天候により日時が変更となる場合があります。

グリーンドクターECO 20kg①

食品由来の有機原料を発酵・熟成処理した安全で良質な原料を使用し、
連用することで土壌改良効果も期待できます。
畜ふん由来原料と違い、アンモニア臭等のにおいが少なく、
ペレット形状のため、ガス障害のリスクを軽減できます。

窒素：10.0　リン酸：6.0　加里：4.0　苦土：1.0　マンガン：0.1　ホウ素：0.1

バックアップ粒剤　緑地管理用除草剤
バックアップ粒剤はカルブチレートを有効成分
とする非選択性の緑地管理用除草剤です。
一年生雑草のほか、ススキ、
セイタカアワダチソウなどの
根の深い多年生雑草にも効果がある。
残効期間が長く、安定した除草効果がある。
粒剤であるため散布が簡便である。

②１kg
1,626円（税込）

③３kg
4,566円（税込）

④５kg
7,915円（税込）

2,169円（税込）10-６-４　微量要素入り　有機約40％
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